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●コミュニティバス運休日：毎週木曜日
＊運行状況は市ホームページにてご確認ください。

市HP

パパッと簡単

クッキング！ No. １34

市長への就任以来、公約に沿って、コミュニティバスなど地域公共交通の利便性の向上
に積極的に取り組んできました。停留所に路線図を設置したほか、冬彩の開催日に臨時
運行を実施したり、選挙の際の期日前投票所への移動支援としてバス乗車無料券を配布
したり、経費をほとんど増加させることなく、市民の皆さまに利用していただけるよう工夫し
た施策を展開しています。特に期日前投票所への移動支援の取組は、投票環境の向上に
も資するものとして高い評価を得て、令和８年１月には総務大臣表彰も受けました。

令和８年度からは、満７０歳以上のかたを対象に、デマンド交通やコミュニティバスだ
けでなく、民間事業者のタクシーも対象とした地域公共交通運賃等助成事業として、プ
レミアム付きデジタル商品券の販売も行っています。さらに、夏期においては、令和８年４
月から開業した香芝市スポーツ公園プール、志都美駅、同じく同月に開業した香芝市子
ども図書館、駅前に芝生広場が誕生した二上駅を結ぶシャトルバスの運行や、中学生以
下のコミュニティバスの運賃を無料とすることも予定しており、夏休み中も含めて子ども
たちの移動についても力強く支援します。

そして、令和９年１月頃までを目標に、利用者の多い路線では増便を検討したり、鉄道
駅、医療機関や商業施設等への結節性の向上を図るとともに、停留所を追加で設置し、
市民の皆さまの各自宅からおおむね２００メートルないし３００メートル程度の範囲内に１
か所以上の停留所を配置することを基本的な考え方として、コミュニティバスの路線等
の見直し作業に取り組んでいます。

引き続き、「自家用車がなくても暮らせる街づくり」を目指して全力を尽くしてまいります。

「自家用車がなくても暮らせる「自家用車がなくても暮らせる
街づくり」を目指して街づくり」を目指して公 共 交 通 Vol.Vol.2222

人権４コマまんが

スマートフォンの普及により、すっかり見

かける機会が少なくなった公衆電話。

令和８年５月現在、市内に設置されて

いる公衆電話ボックスは何か所あるでしょ

うか。

①　８か所

②　１３か所

③　１８か所

④　２３か所

� （答えは２５ページにあります）

香芝検定HP

＊レシピ協力 ： 食のサポーターかしば

豆腐とたたきキュウリの塩昆布和え
1人分：48kcal・塩分0.3ｇ

【作り方】
①�きゅうりはポリ袋に入れ、めん棒などで軽くた

たき、食べやすい大きさにする。
②�豆腐はひと口大に手でくずし、①に加え、軽く

手で押さえて出てきた水分を捨てる。
③�②に塩昆布、ごま油、醤油を加え、袋の口を 

手で握り、豆腐がつぶれないようにふりまぜて
出来上がり☆

＊ごまなどをトッピングしてもおいしい！
＊残りを保存するときは袋のまま冷蔵庫に入れ
て早めに食べる。

【材料（6人分）】
木綿豆腐…３００ｇ
キュウリ…１本
塩昆布…１０ｇ　　　 ごま油…小さじ２
醤油…小さじ１　　　食品用ポリ袋…１枚

袋で簡単　あともう一品

24 令和８年６月１日


